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2021年 1月 29日 

南さつま商工会議所 3階・各自自宅等 

19:00～ 

                                                   (司会  川原 大地 ) 

    2021 年度（公社）南さつま青年会議所 

    １月例会・通常総会 式次第 

 

 １．開会宣言 

 ２．国歌・ＪＣソング静聴 

 ３．ＪＣＩクリード朗読 

４．ＪＣＩmission・ＪＣＩvision朗読 

 ５．ＪＣ宣言並びに綱領・スローガン朗読 

 ６．理事長挨拶 

 ７．オブザーバー紹介 

 ８．資料確認 

 ９．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１０．報告事項 

  １）副理事長報告 

  ２）専務理事報告 

  ３）委員会報告 

  ４）出向者報告 

  ５）その他 

１１．議長選出 

１２．定足数の確認 

１３．議題の決定 

１４．議題審議 

    第一号議案 2020年度事業報告（案）に関する件 

 第二号議案 2020年度正味財産増減補正予算（案）に関する件 

    第三号議案 2020年度正味財産増減計算書（案）に関する件 

    第四号議案 2021年度役員名簿（案）に関する件 

    第五号議案 2021年度委員会構成図（案）に関する件 

第六号議案 2021年度事業計画及び運営方針（案）に関する件 

    第七号議案 2021年度正味財産増減予算書（案）に関する件 

    第八号議案 その他 

１５．新入会員バッジ贈呈 

１６．卒会者への感謝状 

１７．卒会者からの記念品贈呈 

１８．2020年度優良出席者会員発表 

１９．2020年度役員への感謝状 

２０．2020年度理事長挨拶 

２１．出席率発表 

２２．その他 

２３．監事講評 

２４．閉会宣言 
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ＪＣＩクリード 

The Creed of Junior Chamber International  

We Believe;  

That faith in God gives meaning  

and purpose to human life ;  

That the brotherhood of man 

transcends the sovereignty of nations ; 

That economic justice can best be won  

by free men through free enterprise ; 

That government should be of laws  

rather than of men ;  

That earth's great treasure lies in  

human personality ; and  

That service to humanity is the best work of life. 

ＪＣソング 

1. ＪＣ ＪＣ ＪＣ 

世界を結ぶ 若き団結 

新しき世紀の 希望となりて 

永遠に繁栄えん 我等の集い 

2. ＪＣ ＪＣ ＪＣ 

奉仕の理想 探求めつつ 

祖国の進歩の 力となりて 

先駆けゆかん 我等の集い 

ＪＣ宣言 

日本の青年会議所は 

希望をもたらす変革の起点として 

輝く個性が調和する未来を描き 

社会の課題を解決することで 

持続可能な地域を創ることを誓う 

＜１ 

綱 領 

われわれＪＡＹＣＥＥは 

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し 

志を同じうする者相集い、力を合わせ 

青年としての 

英知と勇気と情熱をもって 

明るい豊かな社会を築き上げよう。 
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ＪＣＩ Mission 
To provide development opportunities 

That empower young people to  

create positive change 

ＪＣＩ Vision 
To be the leading global network of young active citizens 
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1年を振り返って 

 

2020年度 公益社団法人 南さつま青年会議所 

理事長 隈元 謙悟 

 

2020年度公益社団法人南さつま青年会議所は、「人と人～繋がりと想いが持続可能なまち

をつくる」をスローガンに掲げ、活動を通じて出会う多くの人との繋がり、まちへの想いの

波及による人材育成を念頭に 1年間活動・運動を行ってまいりました。 

1月に国内で初の感染者が確認されて以降、感染が拡がった新型コロナウイルスの影響で

昨年は大変厳しい社会情勢を強いられ、日常生活はもちろんのこと、外出自粛や新たな生活

様式の確立など、未だ経験したことのない 1年となりました。 

青年会議所活動におきましても、多くの事業の中止、内容の変更を余儀なくされ、難しい

決断をせざる得ない年となり、先輩方より受け継がれた青年会議所の歩みを止めてしまう

のではないかそんな不安に打ちひしがれた 1年でもありました。 

ただ、そういう状況の中そんな状況だからこそ、自分たちに何が出来るのか何が必要とされ

ているのか、今出来る事、今求められていること事を考えチャレンジ（挑戦）できた事は今

後の青年会議所において、また自己の成長においても大きな経験になったと思います。 

例会、総会の開催では 3 月例会から WEB での開催を行い、一同に会しての会が開催でき

ない中、新たなツールとして確立することができました。 

5月には、学校の再開に伴い除菌水が不足しているなか、地元の企業である南薩東京社さ

んの協力の下、南さつま市、南九州市の全小学校に消毒液 820リットルを寄贈し、多くの子

どもたち、保護者の安心と安全、そして教育を守る事に繋がりました。 

7月に発生した熊本を中心に被害を受けた豪雨災害では、加世田ロータリークラブと連携

し支援物資の調達を行い、多くの皆さんの想いを被災地へ届けることが出来ました。また災

害支援募金を行い、現在も完全復旧は叶っておりませんが、災害復旧の一助を担う事に繋が

りました。 

当初東京オリンピックの開会式予定日に行った全国一斉での花火の打ち上げ、はじまり

の花火ではコロナ禍でも上を向いて新たな日本のはじまりを皆さんに感じていただきまし

た。 

多くの団体のご賛同ご協力を頂き、繋いでいったエール花火ではコロナ禍により祭りや

イベントが中止となる中、市民の皆様へ元気と笑顔を届ける事ができました。また多団体と

同じ方向性を向いて活動が行えたことは、今後の活動において貴重な経験となりました。 

10月にハッピーハロウィン実行委員会のもと開催されました、すなのまち deハロウィン

では、コロナ禍でも出来ることを考えフォトコンテストを開催し、当日の投票には 200人を

超える方に投票いただき、家族でまち全体で盛り上がり、人との繋がりまちの活性化に繋げ

る事ができました。 
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11 月より開催しましたイルミネーション事業では、先行きの見えない不安な中コロナ疲

れをしている方にエールを送り、未来に夢や希望を感じてもらえる、そんな原動力になる光

を灯すことができました。 

昨年を振り返れば、手探りではありましたが、新たな 1年、新たなスタートを切る 1年で

あったと思います。理事長として 1年間を通して自己の成長は勿論の事、多くの方との繋が

りや想いが生まれ、新たな学びや気付きを経験させて頂き、私にとってかけがえの無い財産

となりました。無事に 1年間の活動・運動を遂行できましたのも、賛助会員の皆様、特別会

員・シニア会の先輩諸兄姉をはじめ、行政の皆様、各種団体の皆様のご支援ご協力の賜物と、

心より御礼申し上げます。最後に、1年間「持続可能な社会の実現」を目指し、日々のＪＣ

活動・運動を完遂できたのは、紛れもなく協力してくれたメンバーの支えがあったからです。

心より感謝申しあげます。 
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■執行部 

事務局長 石堂 佑典 

 

●1月例会・総会 

1 月例会・通常総会を行い南さつま青年会議所メンバー、賛助会員、特別会員に 2019 年度

の事業報告書、収支決算書を審議し承認して頂く事ができました。また 2020年度役員名簿

(案)、組織図(案)、事業計画及び運営方針(案)、収支予算書の承認を得る事ができ一年間

LOMの円滑な活動が出来るようご理解していただきました。また新入会員のバッチ贈呈、記

念品贈呈、優良出席者会員発表、役員への感謝状を贈呈し労を労う事ができました。 

 

●総合資料 

2020年度総合資料は、賛助会員、特別会員、市役所等外部協力団体に、2020年度の理事長

所信、事業計画、組織図、予算書、名簿、2019年度事業報告、定款などの基本的資料を１冊

に集約し、配布しました。また、メンバーにおいてはより良いＪＣ活動を行うためのツール

本として活用できる資料が一人ひとりに渡す事が出来ました。 

 

●3月例会 

新型コロナ感染拡大防止のため、大人数での集会が出来なくなった為、日程を 3月 19日か

ら 3月 27日に変更して、Web例会という形態で初めて実施しました。 

事前に集まっての操作等の講習もないままでの開催でしたが、無事に 3 月の例会を開催す

ることが出来ました。 

 

●4月例会 

毎年 4月には JCシニア交流会を開催いていますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、大人数での集会を自粛する必要があり、シニア交流会と会議所で集まる通常例会を取り

止め、Web例会を実施しました。 

理事長のあいさつを聞くことにより、新型コロナの影響による青年会議所としての今後の

活動の方向性を多くのメンバーに伝えることが出来ました。 

 

●除菌水配布 

2月からの一斉臨時休校が明け、登校できるようになったものの校内での感染等が心配され

る声も多く、除菌液の不足もあったことから、南薩東京社さんの協力を得て、5 月 12 日に

南九州市、13 日に南さつま市の全小学校に除菌水の配布を行いました。コロナ禍でも児童

が安心して登校できる環境づくりの一助となりました。 
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●熊本南部災害支援 

7 月の豪雨によって甚大な被害を受けた熊本県南部に送る支援物資を 7 月 16 日、17 日の 2

日間に渡り収集しました。急な活動にもかかわらず 50を超える個人や団体からブルーシー

トや生活用品等の提供がありました。県をまたぐ移動が制限されていたこともあり、鹿児島

県下の青年会議所で集めた支援物資を霧島でまとめて、19日に現地へ運搬しました。また、

25日に行った支援募金の活動では、合計 78,771円の募金をいただき、災害を受けた方々の

支援につながる事が出来ました。 

 

●エール花火 

東京オリンピックの開会式予定日であった 7月 24日に「ともに新しい日本を始める合図と

して全国各地ではじまりの合図＝花火を上げます」として、全国一斉の打ち上げ花火“はじ

まりの花火”を日本青年会議所と共催で行いました。打ち上げは雨天の為、8月 2日に延期

されましたが、他団体等と協力して「コロナに負けるな、みんなで乗り切ろう、南さつまに

エールを」と言う想いで“南さつまエール花火”称し、南さつま市内のどこかで 8月は毎週

花火が打ち上げることが出来ました。 

 

●9月例会・通常総会 

新型コロナウイルス感染拡大防止のために、例会・通常総会を会場と Webのハイブリット開

催で実施いたしました。特別会員や賛助会員にも Zoom の案内をし、参加いただきました。 

例会の中では隈元理事長の挨拶に始まり、各委員会より報告することが出来ました。また、

総会では、特別会員の見守る中で、2021 年度の理事役員（案）の承認いただくことが出来

ました。さらに、2020年度新入会員の福島君、長井君、に JCバッジを贈呈し、南さつま青

年会議所のメンバーとしての第一歩を踏み出す機会ともなりました。 

 

●11月例会 

11 月例会は、初の例会会場と Web のハイブリット開催となりました。例会では理事長の話

をしっかりと聞くことから始まり、各委員会より今後行う例会・事業を各メンバーに報告し、

今後進むべき道の再確認ができ、メンバーそれぞれが本年度の活動・運動を新たに考えるい

い機会になりました。家庭・仕事と JC活動の両立や新型コロナウイルス感染症対策のため、

会場での参加が難しいメンバーも参加でき 100%の出席率となりました。 

  

●イルミネーション事業 

11月 21日から 12月 25日にかけて、加世田本町公園(ほんまち夢パーク)にてイルミネーシ

ョン事業『エールミネーション 未来を照らすエールのひかり』を開催しました。開催期間

中は会場に多くの方に足を運んで頂き、元気を取り戻していただくきっかけとなり、未来を

照らすエールを送ることが出来ました。また、人と人との繋がりが増え、地域が活性化に繋
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げることも出来ました。 

入会したてのメンバーや入会候補者に、計画・準備段階からご参加していただき、事業を通

じて自己の成長や青年会議所の活動・運動を理解していただき、会員の成長に繋がりました。

会員拡大としても準備・点灯式・懇親会に 6名の外部参加者に参加いただき、内外共に青年

会議所としての在り方を示すことが出来ました。 

  

 ●対外紙 

対外紙の発行により、公益社団法人南さつま青年会議所のことは勿論、2020 年度の事業・

成果等を一人でも多くの皆様に認知して頂く事が出来ました。また、2020年度隈元理事長・

2021年度下舞理事長の挨拶、新入会員４名分（福留君、長井君、松元君、川原君）の挨拶な

どを掲載する事が出来ました。さらに今後、会員拡大にも繋げられる手段として南さつま全

域で発刊される新聞の折込みチラシ主要 5紙を投函し、南さつま全域に配りたくさんの方々

に読んでもらう事が出来ました。 
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■人と人とが育む青少年委員会 

委員長 是枝 佳彦 

●3月例会 

新型コロナウイルス感染拡大で、急遽 Web例会となったため案内が十分に出来ず、参加者が

50%を下回ってしまいました。 

毎月行われる例会によって、メンバー間の意思統一が行われ、また、各種報告や理事長のあ

いさつを聞くことにより本年進むべき方向を再認識できたとともに、参加率を上げなけれ

ばならない事を再認識しました。 

●5月例会 

Web 例会という事で多くの参加者を見込める中 100 パーセントの出席率を目標に行いまし

たがあと一歩という結果になりました。 

理事長の話しを多くのメンバーが聞く事と、今後の方向性を再確認しました。 

また、加治屋君後任の長井君の紹介もできました。 

例会終了後のミーティングではメンバーの近況報告を聞くことでメンバー一人ひとりの現

状確認ができました。 

●7月例会 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、Web会議システム（Zoom)での開催となりました。 

皆様のご協力で、前回に引き続き 100％例会となりました。 

まずは理事長の話をメンバー全員が聞くことにより、今後の方向性を再確認することがで

きました。 

また鎌田省平君後任の福島康之君もメンバー全員に紹介できました。 

例会終了後のミーティングでは、現状で気になる点の質問や今後のＪＣ活動について意見

を頂きメンバー全員で共有することができました。 

●12月例会 

本年度最後の例会を担当させて頂きました。1年の締めくくりと卒会者への感謝の気持ちを

込めて例会を行いました。 

例会では、隈元理事長の本年度 1年間の想いを聞くとともに、次年度に繋がる１２月例会と

なり、卒会者の 3名には、 

これまでの青年会議所活動への感謝の思いを伝える事ができました。 

また、コロナ禍で本年度は Web での例会が多く久しぶりにメンバーの顔を見て話すことが

できました。 

100％とはなりませんでしたが最後の例会として良い締めくくりとなりました。 
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■人と人を結ぶまちづくり委員会 

委員長 本 富士夫 

 

●賀詞交換会 

2020 年度、隈元理事長のもと南さつま青年会議所メンバーの最初の事業として、新春賀詞

交換会を開催しました。多くの市民、行政関係者、各種団体関係者の方々が参加し、メンバ

ーも参加者の方々と交流・親睦を深める事ができ、今後の青年会議所活動への理解と事業協

力のお願いもできました。 

●6月例会 

コロナ禍という状況の中で、大人数での集会を自粛する必要があり、通常例会を取り止め

Web例会を実施し、目標としていた出席率 100%を達成することができました。Web例会では

まず理事長の話をしっかりと聞く事から始まり今後、青年会議所としての進むべき道の再

認識ができ、メンバーそれぞれが青年会議所としてどうあるべきか考える良い機会となり

ました。 

●8月例会 

コロナ禍という状況の中で、大人数での集会を自粛する必要があり、通常例会を取り止め

Web例会を実施しました。6月例会に引き続き 3ヶ月連続で出席率 100%を達成することがで

きました。Web例会ではまず理事長の話をしっかりと聞く事から始まり今後、青年会議所と

しての進むべき道の再認識ができ、メンバーそれぞれが青年会議所としてどうあるべきか

考える良い機会となりました。 

●10月例会 

Webでの開催が続いておりましたが、約 8ヵ月ぶりの通常例会を実施しました。今回の例会

は、まず理事長の話をしっかりと聞くことから始まり、各委員会より今後行う例会・事業を

各メンバーに報告し、今後進むべき道の再確認ができ、メンバーそれぞれが本年度の活動・

運動を新たに考える良い機会になりました。 

●2020砂のまち deハッピーハロウィン 

2020砂のまち deハッピーハロウィンは、(公社)南さつま青年会議所、本町通り商店街振興

組合、南さつま市観光協会、南さつま商工会議所青年部の 4団体で実行委員会を立ち上げ、

お互いに意見を交わしあい、コロナウイルス感染防止対策を踏まえ、フォトコンテスト形式

で開催しました。会議の開催日調整や連携という点ではお互いの誤解や勘違いもあり資料

づくり等の準備に対して後手にまわってしまいましたが、実行委員会としての組織同士の

理解はお互いに深める事ができました。また、前年までのハッピーハロウィンの資料を精査

し、参考に見て頂いたことでしっかりした組織であるという意識を改めて持って頂くこと

ができました。写真応募で参加された方や開催当日に投票で参加された皆さま方も笑顔で

南さつまハッピーハロウィンを楽しんでおり、当初の目的は達せられました。 



　　　　　　　　　　　2020年度事業経過報告
年月日 事業 場所

　1月　6日(月) 年頭祈願・賀詞交歓会・新年会 竹田神社・市民会館
9日(木) 2020吹上浜砂の祭典に係る第3回物産部会 あんぼう21

　　　　　　　　〃　　 2020年度新春賀詞交換会　一般社団法人阿久根青年会議所 ホテルABCパレス
10日(金) 人と人とが育む青少年委員会 南さつま商工会義所

14日(火) 2020年度新年名刺交換会　一般社団法人さつま出水青年会議所 ホテルキング

〃 第13回理事会・次年度理事会 南さつま商工会議所
15日(水) 加世田本町商店街振興組合新年会 本町公民館
16日(木) 執行部委員会 南さつま商工会議所
17日(金) 九州地区ナイト 京都KOTOWA

〃 2020年度第1回会員会議所会議 国立京都国際会館
〃 在慶加世田会賀詞交歓会 ジェイド・ガーデンパレス

18日(土) 公益社団法人日本青年会議所第162回総会 国立京都国際会館
21日(火) 令和元年度日新いろは歌かるた取り大会第1回実行委員会 南さつま市民会館
22日(水) 総会リハーサル・臨時理事会 南さつま商工会議所
27日(木) 三役会 〃

〃 「2020吹上浜砂の祭典」第5回実施推進本部会議 あんぼう21
〃 2020年度「第2回会員会議所会議 ティヌカーラKANOYA

28日(火) 万世特攻慰霊碑奉賛会理事会 かせだ交流センターさんぱる
29日(水) 1月例会・総会 南さつま商工会議所

〃 「2020吹上浜砂の祭典」役員会及び実行委員長 あんぼう21
30日(木) 第26回会員親睦親睦ゴルフ大会 湯の浦カントリー俱楽部

2月　2日(日) 令和2年度日新公いろは歌かるた取大会 いにしえホール
5日(水) 第25回会員親睦ボーリング大会 ライフインボール

〃 理事会 南さつま商工会議所
6日(木) 人と人とが育む青少年委員会 ジェイドガーデンパレス

〃 本委員会 南さつま商工会議所
8日(土) 2020年度2月北薩4ロム合同ブロック会長公式訪問例会 ホテルオートリ

14日(金) 人と人を結ぶまちづくり委員会 南さつま商工会議所

19日(水) 「2020年度南薩3ロム合同鹿児島ブロック協議会会長公式訪問 グリーンホテル福住

20日(木) 三役会 南さつま商工会議所

27日(木)
2020年度鹿屋・新大隅・霧島大隅3ロム合同鹿児島ブロック会長
公式訪問例会

ティーヌカーラKANOYA

〃 九州地区鹿児島ブロック協議会2020年度第2回会員会議所 〃
〃 サイクルシティ南さつま推進に係る講習会 サイクリングターミナルりんりん

29日(土)
令和元年度「環境の森」整備事業平成15年～平成22年「環境の
森」整備事業地管理整備

加世田高橋新川海岸駐車場

〃 2020年度鹿児島ブロック協議会会長公式訪問例会in徳之島 ホテルニューにしだ

 3月　2日(月) 国際交流員講演会 ふれあいかせだ

〃 理事会 南さつま商工会議所

11日(水) 第3回総務・企画専門委員会 南さつま市役所会議室

〃 「2020吹上浜砂の祭典」臨時役員会 南さつま市役所本庁舎２階

14日(土)
公益社団法人日本青年会議所2022年度第７１回全国大会大分大
会対話集

アミュプラザおおいたシティ屋上広場

17日(火) 市行政懇親会 南さつま商工会議所

18日(水) 「2020吹上浜砂の祭典」実行委員会及び実施推進本部合同会議 あんぼう21

19日(木)
「2020年度南薩3LOM合同鹿児島ブロック協議会会長公式訪問例
会

グリーンホテル福住

〃 人と人とが育む青少年委員会 南さつま商工会議所
23日(月) 三役会 南さつま商工会議所
25日(水) 執行部 〃
26日(木) 商工会議所役員・議員との懇談会 〃

〃 第3回会員会議所 ジェイド・ガーデン

27日(金)
2020年度鹿屋・新大隅・霧島　大隅3ロム合同鹿児島ブロック協議
会会長公式訪問

ティーヌカーラKANOYA

〃 3月例会 WEB会議 南さつま商工会議所

28日(土) 公益社団法人日本青年会議所第163回総会
東京ビッグサイト会議棟７F国際会議
場

29日(日) 地域ブランド会議開催　～まちが輝くインバンド論～ 福岡電気ビル本館
4月 1日(水) 令和2年度南さつま市献血推進協議会 ふれあいかせだ
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〃 理事会 南さつま商工会議所
9日(木) 2020年度吹上浜砂の祭典に係る第6回物産会 あんぼう21

12日(日) 第49回万世特攻慰霊碑慰霊祭　　　　　中止 万世特攻慰霊碑「よろずよに」
13日(月) 「公益社団法人日本青年会議所2020年度会頭訪問懇談会」 FOODS　BAR　BLAZE
15日(水) 4月WEB例会 商工会議所
16日(木) 令和2年南さつま友好交流推進協議会収支決算監査 あんぼう21
20日(月) 令和2年度薩摩半島観光振興協議会総会　　　中止 〃
22日(水) 三役会 南さつま商工会議所
24日(金) 令和2年度南さつま市献血推進協議会　　　中止 ふれあいかせだ

5月　6日(水) 理事会 南さつま商工会議所
12日(火) 消毒液贈呈式 川辺小学校
13日(水) 消毒液贈呈式 加世田小学校
14日(木) ～JCI時代の～　　ビジネスマナー実践研修会 南さつま商工会議所

〃 5月例会WEB会議 〃
25日(月) 三役会 〃
28日(木) 第5回会員会議所会議WEB会議 WEB上

6月　5日(金) 令和2年（一社）南さつま市観光協会総会 ふれあいかせだ
9日(火) 6月例会WEB会議 南さつま商工会議所

10日(水) 南さつま街道役員会 〃
23日(火) 三役会 〃
29日(月) 南さつまフェスタふるさと総踊り実行委員会 あんぼう21

7月　1日(水) 理事会 南さつま商工会議所
13日(月) 吹上浜砂の祭典実行委員会役員会　　延期 あんぼう21
15日(水) 7月例会WEB会議 南さつま商工会議所
22日(水) 三役会 〃
28日(火) 火曜会　　延期 松屋旅館
29日(水) 令和2年度南さつま河川・海岸環境保全対策協議会総会 南さつま商工会議所

〃 令和2年度南さつま地域資源活用促進協議会総会 〃

31日(金)
令和2年度南さつま海道産業振興促進協議会総会並びに現地視
察　　交流会は中止

南さつま商工会議所

8月　2日(日) はじまりの花火 運動公園
11日(火) 吹上浜砂の祭典実行委員会役員会 あんぼう21

〃 8月例会WEB会議 南さつま商工会議所
24日(月) 三役会 〃

28日(金)
2021吹上浜砂の祭典実施推進本部員の委嘱状交付及び第1回実
施推進本部会

あんぼう21

9月　4日(金) おうちで砂の祭典メッセージコンテスト二次審査 〃
〃 9月例会・総会リハーサル 南さつま商工会議所

9日(水) 9月例会・総会WEB会議 〃
11日(金) 「2021吹上浜砂の祭典」第2回実施推進本部会議 台風の為中止
25日(金) 三役会 南さつま商工会議所

〃 「2021吹上浜砂の祭典」第3回実施推進本部会議 あんぼう21
26日(土) 第69回全国大会北海道札幌大会WEB開催　　25日～27日まで WEB上
28日(月) 令和2年度第1回南さつま市行政改革推進委員会 あんぼう21

　10月　4日(月) 新川海岸清掃活動 新川海岸
5日(月) 理事会 南さつま商工会議所
7日(水) 南さつま海道産業振興促進協議会役員会 〃
8日(木) 南さつま市海道鑑真の道歩き実行委員会総会 ふれあいかせだいにしえホール
9日(金) 10月例会WEB会議 南さつま商工会議所

10日(土)
一般社団法人さつま出水　創立45周年記念式典案内のみ　　中
止

ホテルキング

12日(月) 執行部委員会 南さつま商工会議所
〃 「2021吹上浜砂の祭典」第4回実施推進本部会議 あんぼう21

16日(金) 人と人とが育む青少年委員会委員会 南さつま商工会議所
19日(月) 第1回次年度理事会 〃
20日(火) 臨時理事会 〃
21日(水) 「SDGｓアカデミーin熊本」　　　22日まで 八代ワイドパレス

22日(木)
公益社団法人鹿児島ブロック協議会2020年度「第9回会員会議所
会議」

志布志市市役所志布志１F会議室

24日(土) 2020JCIWorldCongress　　横浜大会 あんぼう21

〃
WEEK1・2020年10月24日～11月2日online WEEK2・2020年度１１
月３日～７日online

パシフィコ横浜ノース

26日(月) 南さつま広域圏道路・河川整備促進協議会幹事会 南さつま商工会議所
〃 三役会 〃
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28日(水) 第2回次年度委員会 〃
29日(木) 吹上浜砂の祭典実行委員会役員会 あんぼう21
31日(土) すなのまちdeハロウィン　11月7日まで展示とコンテスト ゆめぴか本町通り

　11月　1日(日)
九州地区大会2020さつま出水大会WEB会催　11月1日～12月31
日まで

WEB上

3日(火) ＪＣＩ　ＪＡＰＡＮ　フォーラム　世界会議横浜大会　11月7日まで パシフィコ横浜ノース
5日(木) 公益社団法人日本青年会議所第165回総会　WEB上 〃
6日(金) 第3回次年度理事会 南さつま商工会議所
7日(土) 市政施工15周年記念令和2年度南さつま市表彰式 いにしえホール
8日(日) 「2020年度南薩3ロムトライアングル」 かいもん山麓ふれあい公園

9日(月) 11月例会　懇親会
南さつま商工会議所・和タリアン
kichinレガーロ

11日(水) PPC会議 ガルボ
13日(金) 燃ゆる感動かごしま国体南さつま市実行委員会第5回総会 南さつま市防災センター２F

〃 次年度委員会 南さつま商工会議所
17日(火) 火曜会 松屋旅館
20日(金) 一般社団法人南さつま市観光協会総会 あんぼう21

21日(土)
エールミネーション　～未来を照らすエールのひかり～　点灯式
12月25日まで

本町公園

24日(火) 三役会 南さつま商工会議所

25日(水)
公益社団法人日本青年会議所九州地区協議会202年度第3回会
員会議所会議WEB上

WEB上

〃 次年度第4回理事会 南さつま商工会議所
26日(木) 第10回会員会議所会議 宝山ホール

〃 令和2年度第2回南さつま市行政改革推進協議会 あんぼう21

27日(金)
金融サービス委員会・金融庶業部会合同施設見学会鹿児島市の
再開発事業を巡る旅

鹿児島銀行本社ビル・他

〃 第2回南さつま市行政改革推進委員会 あんぼう21
　12月　1日(火) 理事会 南さつま商工会議所

7日(月)
公益社団法人日本青年会議所九州地区協議会2020年度ファイナ
ル

WEB上

〃 2021次年度予定者フォーラム動画配信　12月31日まで
〃 第５回次年度理事会 南さつま商工会議所

9日(水) 12月例会・忘年会 〃
10日(木) 南さつま海道鑑真の道歩き企画運営委員会 あんぼう21
15日(火) 南さつま広域圏道路・河川整備促進協議会総会 南さつま商工会議所

17日(木)
公益社団法人日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会
「2020年度ブロックファイナル」

城山ホテル鹿児島5階ルビー

〃
公益社団法人日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会２
０２０年度第11回会員会議所会議

城山ホテル鹿児島2Ｆ開聞

18日(金) 第6回次年度理事会 〃
23日(水) 「2021吹上浜砂の祭典」第5回実施推進本部会議 あんぼう21
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　 　　　　　　　　　　　財　　　産　　　目　　　録

科 目 摘 要 口 座 番 号 金 額

鹿 児 島 銀 行 ７６８７４５ 1,040,900

南 日 本 銀 行 ２８５３１９ 133,759

鹿児島相互信用金庫 ０９７７９７８ 496,645

鹿 児 島 信 用 金 庫 ７５２５４９０ 380,213

現　　　金 0

合 計 2,051,517

鹿 児 島 銀 行 ４ ０ １ ３ ２ ７ ９
450,000

定 期 預 金 鹿児島相互信用金庫 ０ ９ ０ ２ ８ ７ ４
450,000

南 日 本 銀 行 １ ０ ０ ８ ７ ４ ０
450,000

鹿 児 島 信 用 金 庫 5 7 6 0 4 9 6
112,800

小　　　　　計 1,462,800

合 計 1,462,800

総 計 3,514,317

　　　　　　　

普通預金
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第四号議案 2021年度理事･役員予定者承認に関する件 

 

【2021年度役員名簿】（案） 

 

役職名 氏 名 勤 務 先 名 

理事長 下舞 恵介 (有)下舞工業所 

直前理事長 隈元 謙悟 V i n t a g e 

副理事長 是枝 佳彦 (株)安全仮設 

副理事長 桐原 洋樹 (株)桐原建設 

理 事 福島 大 (有)マルカ水産 

理 事 松元 将太 (株)翔洋システム 

専務理事 石堂 佑典 (株)ネクステージ和光 

事務局長 川口 貴裕 (有)でんきのアップル 

監 事 米森 清和 (有)タイヤセンター加世田  

監 事 山下 公平 (有)新日本観光社 



◎ は副委員長

☆ はアドバイザー

　
　
　

ブロック大会運営委員会

 委員会名

高倉　咲子

末永　智幸

☆隈元　謙悟

日高　慧

委員長

吉原　千尋

長井　巴瑠菜

◎本　富士夫

出向者

事務局員

地域リーダー育成委員会

2021年度公益社団法人 南さつま青年会議所　組織図　(案)

ゼロから動け！
南薩成長促進委員会

委員長 委員長

総務委員会

総　　　会

監事

山下　公平

理　事　会米森　清和

直前理事長

事務局長

桐原　洋樹

事務局次長

川口　貴裕

福島　大

石堂　佑典

副理事長

是枝　佳彦

理事長

隈元　謙悟

副理事長

下舞　恵介

鳥越　智愛

柴田　雅史

☆米森　清和

久保　泰志德永　直人

福留　翼

◎川原　大地

専務理事

石堂　佑典川平　竜平

川原　大地
川原 大地 ・ 是枝 佳彦 ・ 桐原 洋樹 ・

福島 大 ・ 松元 将太

古木　聡

松元　将太

古木　聡(兼務)

2021年度　鹿児島ブロック協議会　(出向委員名簿）

寶樂　光
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2021年度 理事長所信 

 

第 38代理事長 下舞 恵介 

 

スローガン 『動き出そう。ゼロをイチにしよう。』 

 

【はじめに】 

 

 南さつま青年会議所は創立以来、このまちに根差した活動・運動を行って参りました。

先輩方がまちを想い、一生懸命汗を流したご尽力により活動・運動を続けることが出来て

おります。改めて歴代の先輩方に感謝すると共に、本年度もこのまちのために活動・運動

に取り組んで参ります。 

 青年会議所は「明るい豊かなまちづくり」を目指して活動・運動を行っている団体です。

しかし現在の社会を見渡すと様々な課題があり、南さつま市も例外ではありません。将来

の先行きが見通せない中でコロナが発生しました。昨年度の南さつま青年会議所も活動・

運動に大きな影響を受けました。コロナ禍により事業が行えない、または内容を変更せざ

るを得ないという事態に直面しました。コロナ禍が私たちに突き付けたものは何なのか。

私たちの住み暮らす社会はどのように変わっていくのか。私たちは何をすべきなのか。誰

も答えが分からない状況が今後も続いていくと思います。コロナ禍でも、青年会議所は持

続可能な社会に向けて活動・運動を継続して参ります。国連が 2015年に掲げ、持続可能な

社会を目指す SDGsはコロナ禍においても推奨していく必要があります。青年会議所では本

年も事業を行う上で SDGsを意識して計画を立案します。 

私たちは昨年、想定していた事業が出来ないことで悔しさや無力感を経験し、その後に

事業を出来たことのありがたさを感じることが出来ました。事業が行えなければ、事業を

通してまちへの貢献も我々の成長も望めません。事業を含めた青年会議所の活動・運動は

コロナ禍に対応して推進します。そして、事業を通じて様々なことに挑戦し経験を積み成

長します。私たちは大きな課題に向けて本年取り組んでいく必要があります。 

本年度の南さつま青年会議所スローガンに「動き出そう。ゼロをイチにしよう。」を掲げ

させて頂きました。「動き出そう」にはコロナ禍で自粛が続く状況の中でも活動・運動を行

うという想いを込めました。「ゼロをイチにしよう」には、「知らない、経験したことのな

い」という「ゼロ」の状態を「知っている、経験したことのある」という「イチ」にしよ

うという想いです。例えば面識のない人に出会う、行ったことのない場所に行く、知らな

いことを知る、新たなことに挑戦するなど、仕事や日常の中で「ゼロ」を「イチ」にする

機会は無数にあります。そして、青年会議所では仕事や日常とは異なる経験が出来ます。 

「ゼロ」が「イチ」になれば、それが 10 にも 100 にもなります。また、多くの「ゼロ」
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が「イチ」になることで、一見無関係である「イチ」同士が未来のどこかで線となり結び

つき、新たな発想や成果、そして自己の成長に繋がり人生を豊かにします。本年は多くの

「ゼロ」を「イチ」にすることを念頭に置き、青年会議所活動・運動に反映して参ります。 

青年会議所活動・運動はこのまちにどのような価値を生み、貢献が出来ているのでしょ

うか。私たちの活動・運動の生み出す価値が、今問われています。私たちはこのまちで仕

事をさせて頂いております。まちから受けた恩に感謝しまちに返すことが青年会議所活

動・運動の一面です。そのため、私たちが行う活動・運動はこのまちにきちんと恩返し出

来ているのかを踏まえて事業を考える必要があります。 

青年会議所全般についても改めて考えます。理事会や例会などの青年会議所を運営する

ための制度は、どのような理由や意味があるのだろうか、そういった視点に立って、一つ

ひとつの仕組みを考えます。このまちのために必要な存在であるためには、私たちはどう

あるべきか。組織の論理や前例の有無に関わらず、本質的な価値に重きを置き、「やってみ

る」ことを大切にします。私たちの行うことに対して、なぜ行うかが分かれば納得感が生

まれます。納得感が生まれることで、同じことを行っても違った成果を生む可能性があり

ます。青年会議所を持続可能な団体とするためにも、青年会議所という団体をよりよくす

るためにも、こうした状況であるがゆえに、今までの当たり前を考えることを大切にしま

す。 

 

 

【まちづくり・青少年事業】 

 

 青年会議所は「まちづくり事業」および「青少年育成事業」を推進しております。 

まちづくり事業ではこのまちの魅力は何かを考え、まちの活性化に寄与する活動・運動

を行います。 

まちをとりまく情勢は、人口減少を始めとする多くの課題に直面しております。こうし

た状況を少しでも改善し、明るい豊かな社会を実現するためにも、まちの活性化は必要不

可欠です。これまでの青年会議所活動・運動を振り返ると、新たな事業を立ち上げる、す

なわち「ゼロ」を「イチ」にすることを多く行って参りました。多くの新しい事業が生ま

れたのは、地域の歴史や魅力を再発見し、このまちに求められていることを考え、事業に

反映したことの現れです。まちへの想いがあれば行動として現れ、新たな事業や既存事業

の改善に繋がります。一つひとつの「イチ」は小さくても、やがて大きく発展することで、

まちが活性化し明るい豊かな社会の実現に寄与するものと信じております。 

青少年育成事業ではこのまちの宝である子どもたちに、自分で考えて行動できる大人へ

成長するための事業を行います。子どもたちを取り巻く環境は、ひと昔前と比べて大幅に

変化しております。情報化の発達により、情報が簡単に得やすい環境が整い、自分の興味

あることに瞬時にアクセスできます。情報は得やすくなりましたが、情報だけでは人は成

長しません。自分の中で考え、行動に移し気付き得るという経験を通して人は学び成長し
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ていきます。青年会議所では、子どもたちに行動することで「気付いた」、「感じた」、「知

った」といった「ゼロ」を「イチ」にする事業を通して子どもたちの成長に寄与して参り

ます。 

まちづくり・青少年のいずれの事業も本当にこのまちから求められているのか、まちへ

の貢献となっているのかを踏まえて事業を展開して参ります。本年に関しましては withコ

ロナの時代に、どのように事業を成立させていくのかという課題もあります。事業を通じ

て価値を創造し、「ゼロ」を「イチ」にすることでまちへ貢献して参ります。 

 

 

【会員拡大】 

 

 青年会議所がこのまちに貢献するそのためにも活動・運動を持続可能なものとして次代

へ繋いでいく必要があります。青年会議所のメンバーとして在籍できるのは 40歳までです。

新しいメンバーを勧誘していかなければ、青年会議所は消滅してしまいます。新しいメン

バーが入れば組織の新陳代謝が促され、常に新しい考えや意見を持った人が参加します。

多様な背景を持つメンバーと共に、新しい発想を取り入れて事業構築に反映させて参りま

す。近年は活動・運動の様子を各種 SNS やホームページを用いて発信しております。本年

度も様々な手段を用いて青年会議所の活動・運動を発信して参ります。会員拡大という視

点からだけでなく、まちの人々に青年会議所を知ってもらうことを大切にします。 

  

 

【結びに】 

 

 青年会議所に私が入会したのが 2015年で、本年で 7年目となります。様々な事業を通し

て多くの経験をさせて頂きました。仕事では接点がない人と出会い、事業の進め方や背景・

目的の大切さを知りました。そして人を巻き込んで物事を進めることの難しさ、多くの人

と協力して事業を達成した嬉しさを経験しました。私は青年会議所活動・運動を通して多

くの「ゼロ」が「イチ」になったと感じています。本年も青年会議所の理事長職を担うこ

とを通して、今まで培ってきたものを大きくすると同時に、多くの「ゼロ」を「イチ」に

して参ります。そして、自分が受けた教えを少しでも次代へ繋げられるよう、活動・運動

に取り組んで参ります。 

今日という日は私たちの残り人生において最初の一日です。今日も新たな「ゼロ」を「イ

チ」にすると同時に、大切な一日を後悔のないよう活動します。 

 メンバーの協力を頂きながら共に活動・運動を行って参りますので、一年間よろしくお

願い致します。 
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事務局長方針 

 

事務局長 川口 貴裕 

 

 本年度、公益社団法人南さつま青年会議所の運動や理事会等がスムーズに行えるよう

に、専務、事務局員と連携を図りながら、1年間運営をしてまいります。 

 

公益法人としての財務管理 

資料等の管理 

諸会議の設営並びに運営 

議事録の作成及び管理 

諸会議及び諸大会の連絡 

会費納入期限の徹底 

 

 以上の 6点を中心に進めてまいりますので、1年間よろしくお願いいたします。 
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副理事長抱負 

 

ゼロから動け！南薩成長促進委員会 

担当副理事長 是枝 佳彦 

 

2016年に南さつま青年会議所に入会して 6年目を迎えました。 

青年会議所の活動運動を通じて、自分自身を成長させる多くの機会を頂き、得られた経験は

私にとってかけがえのない財産となっております。 

昨年 2020年度は新型コロナウイルスの影響を受け、南さつま青年会議所も多くの事業が

中止や縮小となりました。また、南さつまでも自粛要請による制限で市民の生活形態も大き

く変化しました。このような状況だからこそ地域が何を必要とし求めているか的確に捉え、

誰一人とり残さない持続可能な社会の実現に向けた具体的な取り組みを行う必要があると

考えます。 

まずは未来を見据えた新しい活動形態を構築しゼロをイチにしていかなければなりませ

ん。 

その為には、地域の人々や企業、団体、行政と連携を取り合い状況改善の一助になればと考

えております。 

本年度まちづくり、青少年委員会を担当する副理事長として、理事長所信に基づき委員長

をしっかりサポートしてまいります。1年間宜しくお願いいたします。 
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基本方針 

 

ゼロから動け！南薩成長促進委員会 

委員長 福島 大 

 

現代社会において、少子高齢化や地域からの若者離れによる人口減少が問題視されてお

り、我々の住む地域においても、人手不足や後継者不足といった問題が浮き彫りになってき

ています。その原因の一つとして、住んでいる人たちが地域の魅力を知らないことにあると

思います。更に昨年コロナ禍により、地域社会において人の繋がりの希薄さがより深刻にな

り、人の繋がりが希薄になるとこのまちの魅力を発見・知る機会が少なくなってきます。こ

の問題と向き合う為には、南さつま青年会議所活動・運動はもちろんのこと、同じ志を持つ

他団体との連携をより一層強化し、コロナ禍においてのこのまちを活性化する方法を模索

していく事が必要です。 

本年度はまちづくり委員会と青少年委員会を統合した委員会となります。このまちの活

性化や青少年の育成を行うと共に、このまちの魅力を発見・発信出来る事業を行います。既

存の地域資源や SDGsというツールを活用し、市民や団体を巻き込んで、このまち全体が成

長出来るまちづくりを行いたいと思います。それに伴い、国の発信しているウイルス感染拡

大の防止対策の基本方針に則り、これからのまちの姿を描いていくことが、持続可能なまち

づくりに繋がると考えます。 

また、メンバーの成長に重きを置き、青年会議所の想いや事業の仕方・流れなど教え経験

して貰えれば、そこから新たな想いが芽生え、新たな達成感や充実感が生まれます。そうし

たメンバーが増えれば、おのずと外部でも青年会議所の会話が増え、まちの人々に青年会議

所を知ってもらえ、入会しようと思えるメンバーも増えていき、会員拡大へと繋がっていく

と考えます。 

最後に、先輩方から教えて頂いた「明るい豊かな社会の実現」の精神、そして理事長所信

を胸に、本年度はみんなで新たな挑戦ができる委員会を目指し、郷土愛溢れるまちづくりを

目指します。委員会メンバー共々1年間邁進して参りますのでどうぞよろしくお願いいたし

ます。 
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副理事長抱負 

 

総務委員会 

担当副理事長 桐原 洋樹 

 

公益社団法人南さつま青年会議所は設立以来、「明るい豊かな社会の実現」をめざし活動・

運動を続けて参りました。これまで先輩方が時代の変化に応じながら長い時間をかけて築

きあげてこられた活動や運動が、この南さつま青年会議所の歴史として受け継がれ、現在の

私たちの活動のベースとなっております。私たち現役メンバーも先輩方が築き上げてきた

南さつま青年会議所の歴史を受け継ぎつつ、その上で時代に合わせてカスタマイズしてい

かなければなりません。 

本年度「動き出そう。ゼロをイチにしよう。」のスローガンのもと、先の見えないコロナ

禍の社会の中においても南さつま青年会議所が持続可能な活動・運動を続けるために模索

していく、例年とは違う重要な年度であることを意識し、活動に取り組む必要があると思い

ます。 

総務委員会としては委員長をはじめ、委員会メンバー、LOMメンバーとともに十分な協議

を行いながら、コロナ禍の中での総会・担当例会・担当事業の進行や運営、またホームペー

ジ・ＳＮＳ・対外紙の作成などの総務委員会の活動・運動のサポートを行い、副理事長とし

ての責務を全うすべく努めて参ります。 

最後にコロナ禍の中、青年会議所活動・運動として難しい 1年となると思いますが理事長

所信のもとメンバーとともに次代へと繋げるような活動・運動となるべく邁進して参りま

すので、皆様方からの多くのご指導、ご協力の程宜しくお願い致します。 
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基本方針 

 

総務委員会 

委員長 松元 将太 

 

私は昨年 2020年度より南さつま青年会議所に入会させて頂きました。もともと南さつま

市の出身でしたが、進学を機に県外へ出ており約 10年ぶりに帰鹿し、地元へ戻ってきてふ

っと思ったのは懐かしい地元への愛着であり、何かしら「地元に貢献できることがしたい！」

という気持ちでした。「持続可能な社会」を実現する為に同じ目標へ立ち向かう、青年会議

所はまさにそういった組織だと考えています。 

 

我々総務委員会はスローガン「動き出そう。ゼロをイチにしよう。」に沿った円滑な組織

運営を実現する為、例会、総会をはじめとする各定例会の事前準備を徹底します。また、事

業における様々な課題に対し、素早いレスポンスと“総務”としてのサポートを実現します。 

 

既存の SNSの利用はもちろん、ホームページ記載情報の充実、新たな媒体メディアへの掲

載の検討を行い青年会議所の活動を外部へ発信致します。また、それに伴い市民の皆様へ青

年会議所の認知度向上と活動のご理解、ご参加を呼びかけ、組織の魅力度増進と会員拡大を

図ります。 

 

 最後に「総務」とは組織の基礎だと考えています。どのような組織でも目標に対し行動を

起こそうとする際、その組織の力を 100％発揮できるか、できないかはその組織の“基礎＝

総務”次第だと考えています。2021年度の 1年間、南さつま青年会議所のもつ力を 100％発

揮し続けられるよう、一所懸命活動してまいります。一年間よろしくお願い致します。 
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